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珪酸ソ幽ダを使つた試雛用泥水の室内實験の結果に就いて

尾、原　信　彦鮪

R6s“m6

Laboratory　Experiment　of　the　AppH・

¢ation　o£Sodium　Silicate　to　M腿ddy

　　Water　in　Core－dri皿Works

，lby

Nobuh…ko　Ob乱ra

　Inordertof乱cili観eexclusionofslimes
1・ut・fb・reh・1dbymeans・fincreasingf
spedHcgraviむyρfmuddy幅terand右σp怜
venむc・11apse・fb・re五・1esbypluggingclay

particles宝ntoinむervalsofsandsむrata編the

tim6・fdr111ingt五r・ughsandybeds，the
auth・rh氏sdevicedt・adds・diu狙。sllic昂七eむ。

muddy　water～h乳ving　found　the　most　fa，vo皿一

乳ble　concen右rεし右ion　of　むhe　solu亡ion　fn　his　l乱b．

・ra右oryafむerseveral右ime’sexperimen亡s．The

resulやisasfolloWs：

　エ）0．03normalso1αtionof。sodi“msilicate
上as8hown亡he　besむ・resu1右for　increasingむhe

SpeCi£CgraVi亡y・fmUddブWaむer．

　2）0．01normal　solution　of　sod三um　silicate
has　shown右he　besむeonditlon　for，右he　purpose1

・fpreventingc・11apse・fb・reh・1esinsand
stra幅．

　3）ln・rdert・prepare重heO．01Ns・luもi・豆

of　sodium　silic厩e　on　the　spo右of　core－drillj阜g

w・rk・i右isnecessar芝t・pu右5・7kg・fs・dium

silicateint・thewater治uuk・f．acapaciむy・f

2m3．　，

　4）Persons　who　s右ir　up　the　muddy　wat6r，

乳siS・fむent五ecasew五e豆wed・n’むusere乱一

gent，arenotnecessary・ntheoccasionof
t五es・luむ三・n（s・diu血鬼silica亡e）一because・f“is一

・persi・n・f吻脚icleswhic五is伽sedby
pep右ization．of　sodium，si1五ca右e．

　　　　　　　1。序
粘土を化学成分から分類すると，（イ）カオリン類，

く戸）含水珪酸，（ハ）含水二三酸化物，（二）石次・鉄等の

難溶性塩類，（ホ）コ・イド腐植等より出来ている。これ一

ら粘土粍子は通常軍独には分散して存在しないで，．幾つ

管技術部

か怠集團して一つの大粒子どなつているo粘土水を作つ

ても，この集團が分散しないと粒径が大きく，ずぐ沈澱

してしまう。一故に分散させる爲に1一特殊の藥品を使つて

完全に分散した泥水を作つて試錐孔用に供すれぱ，各種

の便釜があるQ　、

　　　　　　　　　　チヤはジ　　　2・コロイド粘土の荷電と解膠剤

　コロイド状をなす粘土水中の各粒子は，電気的にチヤ

ージされていて，そのチヤージが限界電位颯上にある限

りは，互に揮き含つて聚合しないから安定である。もし

このチヤージが限界電位乃至零迄降下すると，粒子は集

合して凝固が行われる。チヤージの大さは，泥水中に溶

けている電解質の濃度により異り，叉その電解質の効力

は粒子（コロイド）の種類にようても変つてくるσ泥水中

　　　　　　　　　　　ペプタイザげにてチヤージを壇加させる様な試藥を解膠剤というが，

これも或る限度を超えて濃度を壇加させると，分散度が

にぶり，再び凝固するに到る。

　　　　　3．解膠剤の種類　　　　　　　　　笥

　解膠剤には，実験室用としてアンモニア水・炭酸ソー

ダ・苛性ソーダ・蔭酸ソーダ・硫化ソーダ＋薩酸混合

液・珪酸ソーダ・焦性燐酸ソーダ・炭酸安母等があつ

て，夫々特徴があるが，試錐用泥水には償格（低廉）を考

慮すれば，珪酸ソーダが最も適している。猛米國では近一・

年アルギン酸ソーダを使用している由であるが・我國で

は慣格の点で到底珪酸ソーダと大刀打できない。’邸ち珪

酸ソーダ（工業用）はt当ゆ2方円で随蒔入手出来るに反

し，アルギン酸ソーダはその300倍位が』る。後者は我

國宅は鴨川化学工業株式会肚で目下月産40t程度の能

力があり，その他の会泣でも少しづ』生産され，主とし

て紡績方面の糊付などに使用されている朕況である。從

って今日の処，珪酸ソーダがコストの点で先ず最適と考

えられる◎

・珪酸ソーダの特徴は，石膏方解石等のCa成分の多い

粘土を僅用する時には最も具合がよい。篠酸ソーダを使

用する≧，Ga＋＋を完全に除くことが出来るから最適で

あるが，鉄の多い粘土の場合には分散効果が不充分であ

る。猶コストの点で矢張難意がある。

　4．珪酸ソーダぐ作つた泥水の室内実駿
珪酸ソーダを泥水に入れる濃度を決定する爲に，室内

実験を行つてみた結果をしるす。

珪酸ソーダは通例9分子のH20をふくんでいて，そ
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の285grを1♂の水に溶かせば1Nの溶液となる。之を

5倍にうずめて・／5Nの溶液をつくる。或は珪酸ソーダ

57grを1」の水に溶かして直接1／5Nの溶液をつくる。

　供試粘土管白色の陶土である。これの140grを鉄乳

鉢で湯石卒し，0．71の；水にといて泥水を作…り，よく撮搾し

て7分して，夫々100ccのメスシリンダーに入れる。

蝉o．1よりNo．7迄珪酸ソーダの濃度を変えて，その

分散の輿を測定してみた。No．7は珪酸ソーダを入れな

い元のま玉である（第1表）o

　弐に粘土水の分散の度合を測定する爲に，ケーソの装

置（ぜペツト法）を使用したo師ち各シリソダー（Ho．1｛’

No．7）をよく撹搾してのち，16時聞放置しておき，．100

mの深さの所にピペツトの口を下し，吸引ポンプを使つ

て泥水を吸上げてiOecづ』とり，之を秤量瓶に移し・

電気乾燥器に入れ，105。（）を保ち乍ら蒸発乾固させ，コ

ロイド分t粒径1μ以下〉の量を秤量したoな：お沈澱した

砂の量も測定して表にのせておいた◎同時に測定し徳た

泥ガくのpH：及び．比重も傍言己しておいたo

　第2表を見れば，珪酸ソーダを加えた場合と加えない

場合（No．7）とで，格段の差のあることがわかる◎No・7

は16時間後には・完全に沈澱して無色透明の液となる

に．反し，No、1’｝No．6は，16時間後でも孚L欺の液をな

し，ヌラヌラした濃厚な．泥水が得られるQ叉pHが全然

』ちがい，珪酸ソーダを入れる事により，弱酸性の粘土水

がアルカリ性に変じ，天然のベソ1・ナイトを使用した際

と同じ結果となる。

　（A）　分散度曲線
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第1圖．珪酸ソーダ落液濃度と粘土分散量，比重，pHを示す圖

第1表　　各種濃度珪酸ソーダ溶液

度による分散度の変化曲線を得る。（第1図），2／2・o・Nの

処に極大があり，4／200Nの所に極小が来て，6／脚Nより

濃くなると漸次分徽度が再びよくなる。而して極小値を

　　　　　　　　　　　示す所では，pHが8漆
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第2表　泥水に珪酸ソーダを加えた際の分散状況

分徹したコロイドの量W

沈澱した砂の量S
　　　　　　W修正値10？×T60二ぎ

・珪酸、ソー〆の濃度
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．となつて最大となるσ

他はpH：麻殆んど同一じ

・位である。郎ち蔓ノ200篤

あ所では，供試土と珪

酸ソーダとが特殊の塩

基交換を行い，ために

弱いt瓦ix・tr・py翠象

を起した結果と推定さ

れるQ從つて上述の泥

水を試錐孔に注入する

に際しては，その使用

目的によつて濃度を変

えなければならぬ。次

に記す比重曲線と見較

、珪酸ソーダの濃度を横軸に，分散コロイドの量（修正

値）を縦軸にとつてプロツトしズ1グラフに画けば，濃

甚産地　愛知縣瀬戸市産

　　　　　　　　　ロ　ロ管揺変と訳す。これは膠質液を静置しておく時は凝

　固状態となり，この凝固体を振盤すれば1元の膠
質状態となる現象をい5。（森田修二：’土壌化単剛

105頁参照， 養賢堂発行，、昭和23年6月刊）、
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べつx考慮する要があるQ』り

　（B）　比：重曲線

　粘土水の比重は珪酸ソーダ液の濃度と共に変化する。、

濃度1／200Nより暫増して2／20D耳にて一極大値を示し，一

4／2。oNに於いて（thixotropy現象のある濃度）極小とな

り，6！200Nで最大値を示した0

　　　　　　　　4．』，結　　論

　10液の比重を高めて，スライ．ム排出を目的とする際

に・は1，6／200Nが最適の濃度である事がわかつた（実際1こ

は，水と粘土との比を，出来るだけ1に，なる様に濃い泥

水をつくる）。

　2。試錐孔の砂壁の崩壊を防ぐ爲に，砂壁中に粘土粒

を充填して粘土壁にする目的には，2／脚Nの液をつ突つ

て注入し，砂壁の孔隙より水を砂層中に逸散させて，共

沈現象により自然に濃度が高くなつた時，前記のtkl－

xotropy’を起させ，砂壁を一時緊締ぜしめ（qui・k　s訊nd

の理）更に逸水濃化によつて，濃度が高まつた時に，孔

壁に粒土粒を接着させて完全に崩壌を防止できる事にな

る。從つて工事に使用する泥7幅ま，珪酸ソーダの濃度を

2／200Nにすれば良いことになる。2／200Nの珪酸ソrダ液

を現場で作るにはゴ2t（容）の水バツクに5・7kgの珪酸

ソーダを入れればよいo

　現場に於ける実験は昭和25年度第2・4孚期に実施す

る事になつた。場所は秋田縣花岡鉱山に於て1◎の実験

を，山形縣北村山郵芦沢に於ける石炭ボーリング工事に

2。の実瞼を行う予定である。（昭和25年5月）　（完）

り

’
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